
C O N T E N T S

ニホンカナヘビは最も普通に見られるトカゲの一種。
子どもたちには、さまざまな愛称で呼ばれ親しまれてい
る。私が子どものころは「カナチョロ」と呼んでいた。
平地から山地にかけての草地などに生息し、人家の庭先
でも日光浴する姿をよく見かける。表紙の写真は、自作
のワイドマクロレ
ンズで撮影したも
の。全長は18～
25cm。ニホント
カゲより長い尾を
持つ。地域によっ
て尾の長さやうろ
この数などに変異
がある。

今月の表紙
ニホンカナヘビ

撮影・解説
矢内靖史
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2 特集：シリーズ生物多様性を守るには
今から知っておきたい!
生物多様性条約 & COP10
遺伝子組み換えナタネが日本各地で生えている！／生物
多様性条約の何がすごい？／なぜ、NACS-JはCOP10
に注目するのか／COP10って、どんな機会？　NGOと
して／名古屋市民として／研究者として／企業として／
国として／まとめ

16活動クローズアップ・活動日誌
沖縄・大浦湾のアオサンゴ群集は豊かな生物多様性の象
徴！／諫早湾の長中期開門調査を。／調査と管理を組み
合わせた、地域の保全計画をつくろう。／業界や企業連
合としての生物多様性への関心が高まっています。／宮
崎・綾の照葉樹林プロジェクト 調査研究体制を強化しま
した。／「赤谷の森」会員限定特別ツアー＆関東ミーテ
ィング2008・AKAYA 参加者募集／自然観察指導員講
習会案内／2009年度共催団体募集

24 NEWS ハイライト
シギの主食は、干潟の“ヌルヌル”だった！／撤去凍結
に揺れる荒瀬ダムで自然観察指導員が要望書提出／絶滅
危惧のアユモドキ 土や草の“水没”が産卵を促す／上関
原発予定地でカンムリウミスズメを確認／全国クリッピ
ング

26会員ふぉーらむ
掲示板／MAIL BOX／フォトライブラリー／次号予告・
新入会員／Nature Navi・ぴっくあっぷ／BOOK＆
PRESENT

34 OPINION／今本博健
ダムに頼らない治水への転換をはかれ。

35 One Planet（ワンプラネット）
生物多様性条約COPで、若者は何を目指すか。

36 HOW TO フィールドワーク
“出前ビジターセンター”を開こう！

38ものづくりサークル「やまかます」
ツバキ油をつくる

40シリーズ新・生命の輪・15 伊藤信一

アカテガニが種をまく林

遺
伝
子
組
み
換
え
ナ
タ
ネ
が

日
本
各
地
で
生
え
て
い
る
！

日
本
で
は
厳
し
い
管
理
下
で
の
栽
培
し

か
認
め
ら
れ
て
い
な
い
遺
伝
子
組
み
換
え

ナ
タ
ネ
が
、
国
内
で
自
生
し
て
い
る
の
が

見
つ
か
り
始
め
た
。
カ
ナ
ダ
な
ど
か
ら
輸

入
さ
れ
て
い
る
遺
伝
子
組
み
換
え
ナ
タ
ネ

は
、
食
用
油
や
飼
料
の
原
料
と
し
て
、
除

草
剤
耐
性
や
殺
虫
性
な
ど
の
機
能
を
持
つ

遺
伝
子
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
調
査
を
行
っ
た
の
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

「
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
い
ら
な
い
！

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」（
代
表：

天
笠
啓
祐
）
ら

の
メ
ン
バ
ー
。
全
国
29
都
道
府
県
で
、
港

や
油
工
場
の
周
辺
を
重
点
的
に
調
べ
た
と

こ
ろ
、
今
年
度
集
め
た
１
２
０
２
検
体
の

1

カナダでの遺伝子�
組み換えナタネの�
栽培面積は 84％�

国産�
0.04%�
�

カナダ産�
92.9%

オーストラリア産�
7.1%�
�

日本で使用されるナタネの産地

食用油などに使われる日本のナタネの自給率は
0.04％で、約93％をカナダから輸入している。カ
ナダでのナタネの栽培面積でみると、2007年現
在、84％が遺伝子組み換えナタネを栽培している。

参考資料：
農林水産省「我が
国への作物別主要
輸出国と最大輸出
国における栽培状
況の推移」
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う
ち
、
愛
知
、
三
重
、
茨
城
、
千
葉
、
静

岡
、
兵
庫
、
福
岡
な
ど
10
県
の
86
検
体
が

遺
伝
子
組
み
換
え
ナ
タ
ネ
だ
っ
た
。

こ
の
事
実
に
は
、
解
決
が
難
し
い
地
球

規
模
の
問
題
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ

は
例
え
ば

●
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
や
外
来
生
物
の

生
態
系
へ
の
悪
影
響

●
遺
伝
資
源
の
も
た
ら
す
利
益
の
公
平
な

配
分

●
ほ
と
ん
ど
を
海
外
の
資
源
に
依
存
す
る

食
糧
・
資
源
問
題

な
ど
、
世
界
各
国
の
利
害
が
絡
む
複
雑
な

人
類
全
体
の
課
題
だ
。

こ
の
よ
う
な
難
題
の
解
決
の
た
め
に
、

１
９
１
カ
国
（
２
０
０
８
年
８
月
現
在
）

の
各
国
代
表
が
一
堂
に
集
ま
り
、
議
論
を

す
る
と
い
う
壮
大
な
国
際
会
議
が
あ
る
。

そ
れ
が
、
生
物
多
様
性
条
約
締
約
国
会
議

な
の
だ
。
２
年
に
１
度
開
催
さ
れ
る
こ
の

会
議
の
10
回
目
が
２
０
１
０
年
、
日
本
の

名
古
屋
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

開
催
ま
で
あ
と
２
年
、
議
長
国
と
な
る
日

本
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
こ
の

難
題
解
決
の
た
め
に
世
界
が
合
意
で
き
る

新
し
い
ル
ー
ル
や
目
標
を
定
め
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
ホ
ス
ト
役

は
「
日
本
政
府
」
で
は
な
く
「
日
本
全
体
」

だ
と
い
う
。
い
っ
た
い
こ
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
開

催
は
私
た
ち
に
何
を
も
た
ら
す
機
会
と
な

る
の
か
、
い
ち
早
く
注
目
し
た
い
。

写真1～5：NGO「遺伝子
組み換え食品いらない！キ
ャンペーン」らの調査で自
生が見つかった遺伝子組み
換えのナタネ。見た目は遺
伝子組み換えでないものと
まったく同じで、見分けが
つかない。葉をすりつぶし
た溶液に、組み換え遺伝子
がつくるタンパク質に反応
する試験紙を浸して反応す
るかどうかで識別する。
（写真：遺伝子組み換え食品
いらない！キャンペーン）

シリーズ：生物多様性を守るには

今から知っておきたい！

生物多様性条約＆COP10
コップテン

地球温暖化問題と同じく世界中の国々が集まって、自然
と人とのかかわり方のルールを議論する重要な会議が
2010年10月、日本で開催されます。この会議は生物
多様性条約第10回締約国会議（CBD／COP10＊）とい
います。２年後に控えた「COP10の開催」という機会
は、私たち日本人にとって、自然環境や自然の恵みとの
関係を築き直すための大きなチャンスとなり得ます。今
回は、「生物多様性条約」と「COP10」を解剖し、今
後私たちの生活にどうかかわるのか、探っていきます。

特集

5

2

3

4

ナタネの種子から
油をとり、多くは
食用油などに使用
される。（写真：
大地を守る会）

※CBD/COP: Convention on Biological Diversity / Conference of the Parties
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生
物
多
様
性
条
約
C
O
P
10
の
何
が
す
ご
い
？

世
界
中
の
代
表
が
集
ま
る
パ
ワ
ー
が
す
ご
い
！

生
物
多
様
性
条
約
は
、
１
９
１
カ

国
も
の
国
が
参
加
し
て
い
る
大
規
模

な
国
際
条
約
。
こ
の
条
約
の
目
的
達

成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
議
論
す
る

た
め
に
、
２
年
に
１
度
締
約
国
の
代

表
が
集
ま
る
国
際
会
議
が
開
か
れ

る
。
こ
れ
を
生
物
多
様
性
条
約
締
約

国
会
議
（
Ｃ
Ｂ
Ｄ
／
Ｃ
Ｏ
Ｐ
）
と
呼

び
（
以
下
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
）、
会
議
の
回

数
が
Ｃ
Ｏ
Ｐ
の
後
に
表
さ
れ
る
。
次

回
の
10
回
目
の
締
約
国
会
議
は
、
Ｃ

Ｂ
Ｄ
／
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
と
な
る
。

人
類
の
公
平
な
生
存
・
存
続
の
た

め
に
自
然
を
ど
う
維
持
し
利
用
し
て

い
く
か
、
と
い
う
難
題
を
解
決
し
よ

う
と
、
約
２
週
間
に
わ
た
り
、
世
界

の
代
表
団
が
集
ま
り
大
小
さ
ま
ざ
ま

な
会
議
で
議
論
を
し
な
が
ら
国
際
間

の
約
束
事
を
決
め
て
い
る
。

今
年
５
月
に
ド
イ
ツ
の
ボ
ン
で
開

催
さ
れ
た
第
９
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ

Ｏ
Ｐ
９
）
で
は
各
国
政
府
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、

先
住
民
族
、
研
究
者
、
企
業
、
メ
デ

ィ
ア
な
ど
約
７
０
０
０
人
が
集
ま
っ

た
。
日
本
の
政
府
か
ら
は
環
境
省
だ

け
で
な
く
、
外
務
省
、
経
済
産
業
省
、

農
水
省
、
厚
生
労
働
省
、
国
土
交
通

省
、
林
野
庁
、
水
産
庁
、
特
許
庁
と
、

多
分
野
の
政
府
代
表
者
が
出
席
し

た
。

英語名称は、Convention on Biological Diversity（CBD）。自然保護のためだけでなく、人間

が地球上で安全に暮らしていくために地球上の自然をどう利用していくか、という方向を示

した国際条約。下の３つの目的を定め、この目的を達成するための各国の行動の方向性を決

めている。これらの目的達成のために努力・行動することに同意した国を締約国と呼ぶ。

1 生物多様性の保全

2 生物多様性の構成要素の
持続可能な利用

3 遺伝資源へのアクセスと
その利用から生じる利益の
公正で衡平な配分

1 地球上のいきもののつながりを守ること。

2 人がいつまでも自然を利用し続けられるよう、自
然資源を取りつくさないよう利用していくこと。

3 生きものの遺伝資源を利用して製品をつくる国だ
けでなく、遺伝資源がある国も、その利用で生ま
れる利益を受けられるようにすること。

生物多様性条約の3つの目的

その1

つ
ま
り

ところで生物多様性条約ってなに？

▲各地の先住民族グループも参加する。
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▲今年5月にドイツのボンで開かれた生物多
様性条約第9回締約国会議（CBD／COP9）
の会議の様子。壇上には議長とCBD事務局
が座り、会場の191カ国の政府代表団の意見
を集約し、決議を行う。

図：生物多様性条約は、幅広い国際テ
ーマに関係している。各テーマにはそ
れぞれ別の国際間の取り決めもつくら
れているが、解決が難しい問題では根
本で重なっている部分が多い。その重
なった部分を中心に注目し、課題を解
決しようというのが生物多様性条約。
（図：磯崎博司「生物多様性と関連分
野」から一部NACS-J改定）

生物多様性条約と日本の動き
1970年代　相次いで国際環境条約が成立
・ラムサール条約（対象：湿地とそこに生息・生育する動植物）
・世界遺産条約（対象：傑出・普遍的価値を持つ自然・文化）
・ワシントン条約（対象：取引による絶滅が危惧される動植物）
・二国間渡り鳥条約（対象：渡り鳥）
・ボン条約（対象：移動性動物）

これらの条約は保護する対象が限定的だったため、生きものもその生
息地も丸ごと守る国際的な枠組みの必要性が注目され始めた。

1992年　生物多様性条約　成立
ブラジルのリオ・デ・ジャネイロで環境と開発に関する国連会議「地
球サミット」が開催され、ここで「気候変動枠組み条約」とともに
「生物多様性条約」が各国に認められた。

2000年　カルタヘナ議定書　成立

2002年　COP6（オランダ）で「2010年目標」を設定

生物多様性条約の締約国は、３つの目的を達成するため
の法律やしくみをつくることが求められている。日本は
条約の実行として下のような対応をしてきた。

〈日本の動き〉
1992年 種の保存法　制定
1995年 生物多様性国家戦略　策定
1997年 環境影響評価法　制定
1999年 鳥獣保護法　改正
2002年 新・生物多様性国家戦略　策定

自然再生推進法　制定
2003年 カルタヘナ法　制定

環境教育推進法　制定
2004年 外来生物法　制定
2007年 戦略的環境アセスメント導入ガイドライン　発表

エコツーリズム推進法　制定
第３次生物多様性国家戦略　策定
農林水産省生物多様性戦略　策定
海洋基本法　制定

2008年 生物多様性基本法　制定

今
、
ホ
ッ
ト
な
世
界
的
食
料
問
題
は

条
約
に
直
結
！

Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
で
注
目
が
集
ま
り
そ
う

な
課
題
は
、
農
林
水
産
業
や
食
料
問

題
と
深
く
つ
な
が
り
が
あ
る
。
世
界

の
人
口
が
急
増
し
て
い
る
た
め
、
農

業
、
牧
畜
の
た
め
の
開
発
面
積
が
拡

大
し
て
、
生
物
多
様
性
へ
の
負
荷
が

増
し
て
い
る
。
加
え
て
、
原
油
資
源

の
高
騰
・
枯
渇
問
題
、
地
球
温
暖
化

対
策
の
手
段
と
し
て
注
目
を
浴
び
る

バ
イ
オ
燃
料
は
、
原
料
と
な
る
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
の
栽
培
で
新
た
な
食
料
問

題
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ

９
で
は
ブ
ラ
ジ
ル
政
府
代
表
が
「
バ

イ
オ
燃
料
用
作
物
の
一
層
の
栽
培
拡

大
」
を
述
べ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
の
激
し

い
バ
ッ
シ
ン
グ
を
受
け
た
。

ま
た
、
海
洋
の
生
態
系
の
異
変
や

中
国
や
イ
ン
ド
、
ロ
シ
ア
、
ブ
ラ
ジ

ル
な
ど
の
新
興
国
の
海
産
物
の
消
費

の
高
ま
り
で
、
水
産
資
源
が
枯
渇
す

る
と
い
う
心
配
も
急
速
に
広
が
っ
て

い
る
。
海
洋
に
保
護
区
を
設
定
し
な

い
こ
と
に
は
漁
業
資
源
の
持
続
可
能

な
利
用
は
も
は
や
不
可
能
と
い
わ
れ

て
い
る
が
、
特
に
日
本
に
と
っ
て
は

漁
業
と
の
直
接
利
害
、
魚
食
文
化
の

国
と
し
て
食
生
活
に
直
結
す
る
た

め
、
大
き
な
注
目
課
題
と
な
る
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
９
で
は
、
自
然
の
利
用
に

お
け
る
先
住
民
族
の
権
利
に
も
多
く

の
注
目
が
集
ま
り
、
自
然
と
共
生
す

る
農
業
や
先
住
民
族
の
知
恵
の
継
承

な
ど
に
関
す
る
議
論
の
参
加
者
も
多

か
っ
た
。

その2
今から知っておきたい！
生物多様性条約＆COP10特集

▲各国のメディアも集まり、随時情報を発信。
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※1 国際自然保護連合（IUCN＝International Union for
Conservation of Nature）：国家、政府機関、NGOで構
成された国際的な自然保護機関。2008年4月現在、181カ
国からの参加がある。

※2 科学技術助言補助機関（SBSTTA＝Subsidary Body on Scientif-
ic,Technical and Technological Advice）：締約国の政府代表で構成。
現在、約600人の規模で、国の代表という立場で研究者・専門家も参加して
いる。調査データを基にCOPでの議題・提言をまとめる。

多
ジ
ャ
ン
ル
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や

市
民
の
意
見
を
届
け
ら
れ
る
の
が
す
ご
い
！

通
常
、
国
際
条
約
の
会
議
と
い
え
ば
、

政
府
代
表
で
あ
る
大
臣
や
首
脳
だ
け
で
議

論
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
と
思
う
が
、
こ

の
条
約
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
で
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
代
表
も
公

式
に
意
見
を
表
明
で
き
る
。
会
議
で
決
議

を
行
う
と
き
に
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
意
見
を
聞

く
機
会
を
設
け
る
こ
と
が
あ
ら
か
じ
め
決

め
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
ま
た
、
政
府
の
代

表
と
し
て
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
メ
ン
バ
ー
が
意
見
を

述
べ
る
場
合
も
あ
る
。
参
加
し
て
い
る
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
分
野
も
自
然
環
境
関
連
だ
け
で
な

く
、
先
住
民
族
や
消
費
者
団
体
、
途
上
国

支
援
な
ど
多
彩
な
顔
ぶ
れ
だ
。

な
ぜ
こ
の
条
約
が
特
別
に
広
く
開
か
れ

た
参
加
の
機
会
を
つ
く
っ
て
い
る
の
か
、

と
い
う
問
い
に
答
え
て
く
れ
た
の
は
、
ド

イ
ツ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
Ｐ
Ａ
（
エ

コ
ロ
ー
パ
）
代
表
の
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
・

フ
ォ
ン
・
ヴ
ァ
イ
ゼ
ッ
カ
ー
女
史
。

「
生
物
多
様
性
条
約
と
は
、
持
続
可
能

な
社
会
を
つ
く
る
た
め
の
条
約
。
持
続
可

能
な
地
球
の
暮
ら
し
方
と
い
う
の
は
、
研

究
者
が
つ
く
り
出
せ
る
も
の
で
は
な
く
、

ま
さ
し
く
、
市
民
が
地
域
に
お
い
て
実
現

す
る
も
の
。
だ
か
ら
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
は
専
門
家

主
義
に
陥
い
る
こ
と
は
な
い
し
、
市
民
に

開
か
れ
る
こ
と
が
当
然
な
の
よ
」。

その3

国際的な会合の積み重ねで条約の決議がまとまる
世界的に重要な問題で国際的な決まりごとが必要である、という合意を決議に盛り込むために、
ＮＧＯや研究者も参加する国際レベルの会合とＣＯＰでの議論を積み重ねていく場合が多い。

例えば、外来種対策の場合

国際自然保護連合（IUCN）※1が、調査・科
学データをまとめ「外来種によって生じる
生物多様性の損失を防ぐためのガイドライ
ン」を条約として定めるように要請。

日本では、2004年「外来生物法」を制定した。

2000年　COP5
この要請を受け、さらに具体的なガイドライン案の作成
をIUCNに要請し、COP6での議論の継続を決定。

2001年　SBSTTAにて、IUCN提案のガイドラインを
検討。COP6で、SBSTTAでまとめたガイドラインを採
択するように勧告。

2002年　COP6
ガイドラインが採択され、「決議」としてまとめられた。
（COPで「決議」されると、条約としての決まり事とな
り、目的を実現させる動力源となる）。

▲COP9ではドイツのNGOが、初めてCOPに参加する
NGOのために、NGOの役割や条約への働きかけ方など
の勉強会を行った。

条約はどう運営している？
生物多様性条約事務局は、カナダのモ

ントリオールに置かれている。事務局は、

ＣＯＰの準備や関連会議の運営の手伝い

をしたり、締約国への情報提供などを行

って、生物多様性条約が各国でちゃんと

実行されるよう活動を行っている。発展

途上国が条約を実行するための費用な

ど、条約実施に必要な資金は締約国の先

進国が負担。ちなみに日本は、中核予算

の22％（2007－2008年は合計約367万ド

ル＝約4億円・1ドル＝110円換算の場

合）を負担している最大の拠出国。

これを受け、IUCNが「侵略的外来種に関す

る法制度・枠組みを設計するためのガイド

ライン」を発表し、SBSTTA
サ ブ ス タ

※2に提出。

COP6のガイドライン採択を受け、日本の
学会やNACS-JなどのNGOが国内法の整備
を提案。
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国
内
の
対
策
に
世
界
規
模
で

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
る
の
が
す
ご
い
！

こ
の
条
約
に
は
現
在
、
２
０
１
０

年
目
標
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
２
０

０
２
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
６
で
、
条
約
が
採

択
さ
れ
て
10
年
が
経
っ
て
も
生
物
多

様
性
が
失
わ
れ
続
け
て
い
る
こ
と
を

受
け
、「
２
０
１
０
年
ま
で
に
生
物

多
様
性
の
損
失
速
度
を
顕
著
に
減
退

さ
せ
る
」
と
い
う
目
標
が
定
め
ら
れ

た
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
生
物
多

様
性
の
損
失
速
度
は
、
逆
に
加
速
し

て
い
る
と
い
う
の
が
現
実
。
そ
れ
で

も
92
年
の
条
約
成
立
以
来
、
各
国
で

前
向
き
な
取
り
組
み
は
少
し
ず
つ
出

て
き
て
い
る
。

カ
ル
タ
ヘ
ナ
議
定
書
で
遺
伝
子
組

み
換
え
生
物
の
国
際
間
の
移
動
に
制

限
を
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
り
、

国
ご
と
に
生
物
多
様
性
保
全
の
た
め

の
国
家
戦
略
策
定
や
自
然
環
境
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
が
進
め
ら
れ
た
り
し
て

い
る
。
日
本
で
も
外
来
生
物
法
や
カ

ル
タ
ヘ
ナ
法
、
生
物
多
様
性
基
本
法

の
制
定
や
、
生
物
多
様
性
国
家
戦
略

の
策
定
な
ど
に
結
び
つ
き
、
環
境
省

だ
け
で
な
く
各
省
庁
施
策
の
中
に

「
生
物
多
様
性
保
全
に
配
慮
、
貢
献
」

と
い
っ
た
文
言
が
盛
り
込
ま
れ
る
こ

と
が
増
え
て
き
た
。

た
だ
し
日
本
の
場
合
、
国
家
戦
略

が
で
き
２
回
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

が
行
わ
れ
た
が
、
依
然
と
し
て
生
物

多
様
性
を
損
失
さ
せ
る
公
共
事
業
や

農
業
施
策
な
ど
が
押
し
進
め
ら
れ
て

い
て
、「
国
の
戦
略
」
と
し
て
の
効

力
が
十
分
に
は
発
揮
さ
れ
て
い
な

い
。
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取

る
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
開
催
ホ
ス
ト
国
と
し
て

立
候
補
し
た
か
ら
に
は
、
こ
の
機
会

に
、
国
を
挙
げ
て
生
物
多
様
性
保
全

の
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。

その4

tCOP9では、さま
ざまなNGOが会議場
周辺（下写真）や近
郊の自然保護区（上
写真）で、展示ブー
スやイベントを開き、
自分たちの活動や問
題を訴えていた（36
ページに関連記事）。

国際的な規制を実行するために、具体的な方

策や数値目標を定めたものを議定書という。

生物多様性条約では、締約国の義務は決めら

れているが、規制はない。このため遺伝子組み

換え生物の生物多様性への悪影響を防止しよう

と、2000年１月にコロンビアのカルタヘナで特

別締約国会議を開いて、「カルタヘナ議定書」

をつくった。これによって遺伝子組み換え作物

などの輸出入時に、輸出国は輸入国に対して通

告を行う、輸入国はその情報を踏まえ、リスク

評価を行い輸入の可否を決定する、といった具

体的なルールが決まった。日本ではカルタヘナ

議定書の実施のために、「カルタヘナ法」がつ

くられた。

COP9では、カルタヘナ議定書に関する会議

（MOP4※）がCOPの1週間前に開かれた。この

会議では、議定書の強化を進めようという議論

の中で、遺伝子組み換え生物の利用によって輸

入した国に何らかの被害が起きたときに、民間

企業を含め輸出側がとるべき責任範囲を明確に

することに対して日本は消極的な態度をとっ

た。そのため、各国NGOからCOP10のホスト国

として不適切、という強い批判が起きた。

※MOP＝Meeting of parties

カルタヘナ議定書ってなに？

今から知っておきたい！
生物多様性条約＆COP10特集
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▲会場周辺で、“遺伝子組み換え樹木の精”に扮し、遺
伝子組み換え樹木植林の反対を訴えるNGO。

政府代表団、研究者、Ｎ
ＧＯ、先住民族……さま
ざまな立場・分野の人々
が、地球上で人間が暮ら
し続けるためにさまざま
な問題を解決しようと集
まる「ＣＢＤ／ＣＯＰ」
は、ボンから名古屋へバ
トンが渡された。

ア
メ
リ
カ
は
未
だ
に
参
加
し
て
い
な
い
、

と
い
う
の
も
、
あ
る
意
味
す
ご
い
！

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
気
候
変

動
枠
組
み
条
約
の
「
京
都
議
定
書
」
へ

の
不
参
加
で
国
際
的
な
不
信
を
招
い
て

い
る
ア
メ
リ
カ
は
、
生
物
多
様
性
条
約

に
も
参
加
を
し
て
い
な
い
。
そ
の
最
大

の
理
由
は
、
国
内
の
遺
伝
子
組
み
換
え

作
物
メ
ー
カ
ー
、
製
薬
メ
ー
カ
ー
な
ど

へ
の
利
益
が
減
少
す
る
か
ら
だ
、
と
言

わ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
生
物
多
様

性
条
約
の
目
的
の
ひ
と
つ
に
、「
遺
伝

資
源
を
発
見
し
、
研
究
し
、
利
用
方
法

を
獲
得
し
た
国
が
得
た
利
益
の
う
ち
、

一
定
割
合
を
遺
伝
資
源
を
産
出
し
た
国

（
発
展
途
上
国
が
多
い
）
に
も
配
分
す

る
」
と
い
う
遺
伝
子
資
源
へ
の
ア
ク
セ

ス
と
利
益
配
分
（
Ａ
Ｂ
Ｓ
※

）、
が
あ
る

か
ら
だ
。

締
約
国
の
間
で
も
特
に
Ａ
Ｂ
Ｓ
に
つ

い
て
は
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
が
、
未

だ
に
そ
の
利
益
の
公
平
な
配
分
を
ど
い

う
い
う
体
制
で
も
た
ら
す
か
、
と
い
う

し
く
み
づ
く
り
は
、
各
国
間
の
思
惑
が

複
雑
に
絡
み
、
難
航
し
て
い
る
。

その5
偏
っ
た
地
球
温
暖
化
対
策
に
待
っ
た
を
か
け
ら
れ
る

唯
一
の
国
際
会
議
な
の
が
す
ご
い
！

世
界
が
最
も
関
心
を
寄
せ
る
地
球
温
暖
化
問

題
は
、
Ｃ
Ｏ
２

の
削
減
量
と
い
う
単
一
の
対
策

結
果
だ
け
で
評
価
さ
れ
が
ち
だ
。
バ
イ
オ
燃
料

の
原
料
と
な
っ
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
栽
培
の
た

め
に
森
林
を
伐
採
し
て
耕
作
地
を
急
速
に
拡
大

し
た
り
、
Ｃ
Ｏ
２

固
定
の
効
率
が
よ
い
と
さ
れ

る
遺
伝
子
組
み
換
え
樹
木
（
Ｇ
Ｍ
Ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
※

）

を
植
林
す
る
な
ど
、
生
態
系
、
生
物
多
様
性
へ

の
被
害
を
考
慮
せ
ず
に
も
て
は
や
さ
れ
て
し
ま

う
対
策
が
あ
る
。
こ
う
し
た
問
題
の
あ
る
対
策

に
国
際
レ
ベ
ル
で
「
待
っ
た
！
」
を
か
け
ら
れ

る
の
は
、
生
物
多
様
性
締
約
国
会
議
で
の
科
学

的
な
議
論
だ
け
な
の
だ
。

その6

Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
は
今
後
10
年
の
世
界
の
動
き
を

決
め
る
大
き
な
節
目
と
な
る
の
が
す
ご
い
！

Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
は
、
名
古
屋
が
開
催
地

に
決
定
し
、
議
長
は
そ
の
時
の
日
本

の
環
境
大
臣
が
務
め
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
は
生
物
多
様
性

条
約
が
各
国
で
実
行
さ
れ
る
上
で
も

大
き
な
節
目
を
迎
え
る
。
２
０
１
０

年
目
標
の
評
価
と
、
２
０
１
０
年
か

ら
先
の
新
た
な
目
標
を
つ
く
り
、
世

界
が
生
物
多
様
性
保
全
の
た
め
の
次

の
ス
テ
ッ
プ
に
進
む
場
と
な
る
の
が

Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
な
の
だ
。

その7

※ABS: Access and Benefit-Sharing

※GMTree: Genetically Modified Tree
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「地球上で生物多様性が失われている」と言っても

漠然としていて、コトの重大さを分かってもらえな

いことがほとんどではないでしょうか。会員読者の

皆さんが生物多様性のありがたみを周

りの方に伝えるときに、衣・食・住と

いった暮らしにかかわることの中から

「悪化の原因」と「自分でできる行動」

を、セットでお話しされることをお薦め

します。

例えば、毎日着ている肌着やTシャ

ツ。この原料となる「綿」を栽培する

ために、世界で使用している農業用殺虫

剤の25％と農薬（除草剤など）の10％もが使

用されています。日本で使用される綿の原料「綿

花」はほぼ輸入に頼っています。何気なく着ている

綿の衣服も、知らないうちに世界中で大量の殺虫剤

や農薬を使い、土地の循環力や生きものの命を奪っ

ているのです。

最近、「安全なもの」が重視され、オーガニックコ

ットンや有機栽培の野菜も注目されていますが、「農

薬を使っていないから“健康に良い”」といった情

報ばかりが消費者にＰＲされてれていま

す。しかしもっと伝えて欲しいこと

は、「農薬や化学肥料を使わない

ので、生きものたちのつなが

りや土の力を損なわず、自然

の中から恵みを受け続けるこ

とができる」ということや、「少し

でも有機栽培の商品を選んで買うというこ

とが、生きもののつながりと恵みを守ること

になる」ということです。

自分たちの生活にとって、「まっとうな生きものの

つながり＝生物多様性」こそが必要なことを、こう

した身近な話題から、ぜひ伝えてみてください。

「人に伝える」ことが生物多様性を守る第一歩

Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
は
、「
生
物
多
様
性
」
を
広
め
る

最
大
の
チ
ャ
ン
ス
！

Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
で
は
、
重
要
検
討
テ
ー
マ
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
海
洋
保
護
区
の
設
定
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
海
洋
保
護
区
に
つ
い

て
国
内
で
も
議
論
が
進
め
ば
、
今
ま
で
縦

割
り
行
政
の
た
め
に
遅
々
と
し
て
進
ま
な

か
っ
た
海
洋
・
沿
岸
・
干
潟
な
ど
の
保
護

活
動
を
加
速
さ
せ
る
機
会
と
な
る
。
一
方
、

私
た
ち
の
食
生
活
に
身
近
な
漁
業
問
題
と

も
必
ず
関
係
が
出
て
く
る
。
私
た
ち
の
生

活
に
深
く
か
か
わ
る
国
際
条
約
だ
か
ら
こ

そ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
に
向
け
た
各
地

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
通
し
て
、
自
分

た
ち
の
声
を
届
け
る
機
会
と
し
て
利
用
し

て
ほ
し
い
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
開
催
に
向
け
、
こ
れ
か
ら
新

聞
や
ニ
ュ
ー
ス
で
少
し
ず
つ
「
生
物
多
様

性
」
と
い
う
言
葉
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ

と
が
多
く
な
る
だ
ろ
う
。
自
然
を
守
り
た

い
と
願
う
私
た
ち
に
と
っ
て
、
日
常
生
活

や
仕
事
の
中
で
、
生
物
多
様
性
の
あ
り
が

た
み
や
、
ど
う
し
た
ら
生
物
多
様
性
を
損

な
わ
な
い
よ
う
に
で
き
る
の
か
、
と
い
っ

た
こ
と
を
広
く
周
囲
の
人
に
伝
え
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
最
大
の
チ
ャ
ン
ス
が
や
っ

て
く
る
の
だ
。

その9
日
本
人
の
生
活
が
世
界
の
生
物
多
様
性
を

大
き
く
変
え
る
！

日
本
人
は
、
世
界
の
生
物
多
様
性
の
恵

み
を
日
々
利
用
し
、
ま
た
世
界
各
地
の
自

然
を
壊
し
、
他
国
の
資
源
を
奪
っ
て
得
ら

れ
た
も
の
に
頼
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
。
一

方
で
、
日
本
で
は
、
耕
作
放
棄
な
ど
に
よ

っ
て
食
料
の
生
産
力
は
落
ち
、
里
山
の
生

物
多
様
性
が
劣
化
し
て
い
る
こ
と
が
問
題

に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
矛
盾
し
た
日
本
人
の
今
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
見
直
し
、
で
き
る
だ
け
日
本

の
自
然
を
循
環
利
用
し
て
暮
ら
す
ス
タ
イ

ル
に
変
わ
れ
ば
、
現
在
の
よ
う
に
大
量
に

世
界
の
生
物
多
様
性
を
損
失
さ
せ
る
こ
と

も
防
げ
る
。
ま
た
そ
れ
は
、
日
本
の
生
物

多
様
性
の
保
全
に
も
つ
な
が
る
は
ず
だ
。

Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
‐
Ｊ
は
、
個
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
見
直
し
に
役
立
つ
情
報
の
発
信
に

も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

その8 な
ぜ
、Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ-

Ｊ
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
に
注
目
す
る
の
か

今から知っておきたい！
生物多様性条約＆COP10特集

２～９ページまとめ：鶴田由美子・渡辺聡子（編集部）
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Ｃ
Ｏ
Ｐ
で
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
ど
ん
な
役

割
を
果
た
せ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
Ｃ

Ｏ
Ｐ
９
を
例
に
紹
介
し
ま
す
。

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
の
ひ
と
つ
は
、
生

物
多
様
性
条
約
を
本
来
の
正
し
い
方

向
へ
導
く
こ
と
で
す
。
経
済
状
況
も

政
治
状
況
も
ま
っ
た
く
異
な
る
１
９

１
カ
国
で
合
意
す
る
と
い
う
こ
と
は

並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
く
、
わ
ず
か

数
カ
国
の
反
対
で
、
最
後
に
出
さ
れ

る
決
議
が
玉
虫
色
の
内
容
に
な
る
こ

と
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

生
物
多
様
性
条
約
は
意
外
に
も
、

締
約
国
会
議
の
本
会
議
や
分
科
会
で

Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
発
言
の
機
会
を
与
え
る
こ

と
が
常
識
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
発
言
も
、
聞
き
置
か
れ
る
と
い
う

も
の
で
は
な
く
、
政
府
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は

同
列
に
取
り
扱
わ
れ
、
合
意
文
書
の

草
案
に
反
映
さ
れ
ま
す
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
９

で
は
組
織
力
の
高
い
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ

が
、
積
極
的
な
ロ
ビ
ー
活
動
で
政
府

間
交
渉
へ
の
参
加
や
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

で
世
論
を
盛
り
上
げ
、
後
ろ
向
き
の

発
言
を
す
る
各
国
政
府
に
影
響
を
与

え
る
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
９
の
期
間
中
に
、
ホ
ス
ト

国
の
ド
イ
ツ
政
府
は
、
保
護
地
域
の

拡
大
の
た
め
にL

ife
W
eb

（
ラ
イ

フ
・
ウ
ェ
ブ
）
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を

打
ち
出
し
、
４
０
０
０
万
ユ
ー
ロ

（
約
67
億
円
）
の
供
出
を
宣
言
し
ま

し
た
。
あ
わ
せ
て
保
護
地
域
も
含
め

た
国
際
的
な
自
然
保
護
へ
の
援
助

を
、
２
０
１
２
年
ま
で
に
年
５
億
ユ

ー
ロ
（
約
８
４
５
億
円
）
ま
で
拡
大

す
る
こ
と
も
表
明
し
ま
し
た
。
ド
イ

ツ
政
府
が
自
然
保
護
へ
の
大
規
模
な

投
資
を
宣
言
し
た
背
景
に
は
、
Ｃ
Ｏ

Ｐ
９
に
向
け
て
、
政
府
高
官
と
の
交

渉
を
重
ね
た
ド
イ
ツ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
存
在

が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
も
う
ひ
と
つ
の
活
動

は
、
生
物
多
様
性
条
約
の
理
念
や
目

標
を
自
分
た
ち
の
国
で
実
現
し
、
そ

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
世
界
に
発
信
す
る
こ

と
で
す
。
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
の
開
催
や
、
普
及
啓

発
活
動
の
事
例
紹
介
が
多
く
の
ブ
ー

ス
や
会
場
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
実
際
の
現
場

を
見
せ
る
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

も
行
っ
て
い
ま
す
。

６
月
16
日
、
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ-

Ｊ
の
会

議
室
で
、
生
物
多
様
性
条
約
事
務
局

長
ア
ー
メ
ッ
ド
・
ジ
ョ
グ
ラ
フ
氏
と

Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
意
見
交
換
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。
ジ
ョ
グ
ラ
フ
事
務
局
長
か

ら
、
こ
ん
な
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
で
は
市
民
社
会
の
声

を
、
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
的
に
で
は
な

く
、
条
約
の
議
論
の
本
流
に
取
り
込

ん
で
い
き
た
い
」。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
で
新
し
い

市
民
参
加
を
実
現
さ
せ
る

Ｃ
Ｏ
Ｐ
９
で
活
躍
し
た

国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
ド
イ
ツ
Ｎ
Ｇ
Ｏ

写真1：NGO、ビア・キャンパシーナ
の遺伝子組み換え作物やバイオ燃料反
対のキャンペーン。写真2：グリーン
ピースの「ゴールデンチェーンソー
賞」。消極的な発言を繰り返す国を、
候補国として毎日発表。最終日に最も
交渉プロセスを阻害した国を表彰する。
今回はドイツを除くG8諸国が受賞。

目
標
実
現
の
た
め
の
協
力
を
つ
な
ぐ
場

道
家
哲
平
（
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ-

Ｊ
保
全
研
究
部
・
国
際
担
当
）

Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て

COP10って、
どんな機会？

1

2

3

4

5
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そ
の
た
め
に
、「
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
の
市
民
社
会
の
声
を
集
め
る
サ
ミ

ッ
ト
を
世
界
各
地
で
開
催
し
、
寄
せ

ら
れ
た
声
を
、
２
０
１
０
年
９
月
に

開
催
さ
れ
る
国
連
総
会
と
翌
月
の
Ｃ

Ｏ
Ｐ
10
の
場
で
、
世
界
中
の
政
府
代

表
に
届
け
た
い
。
そ
れ
に
は
日
本
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
力
が
必
要
で
す
」。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
９
の
決
議
で
は
、
２
０
１

０
年
目
標
に
代
わ
る
次
の
目
標
に
つ

い
て
、
①
長
期
的
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ

た
目
標
と
、
②
短
期
的
な
目
標
で
、

目
標
の
達
成
度
や
そ
の
進
捗
状
況
を

数
値
や
指
標
で
確
認
で
き
る
よ
う
な

具
体
的
な
目
標
、
そ
し
て
で
き
れ
ば

国
ご
と
の
目
標
を
つ
く
る
、
と
い
う

方
針
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
１
０
年
目
標
の
問
題
点
の
ひ

と
つ
は
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
定
め
ら

れ
た
目
標
に
対
す
る
市
民
や
企
業
、

研
究
者
ら
の
当
事
者
意
識
が
不
十
分

だ
っ
た
こ
と
で
す
。
ジ
ョ
グ
ラ
フ
事

務
局
長
の
構
想
は
、
上
記
①
②
に
加

え
、
③
企
業
や
研
究
者
を
含
め
市
民

が
政
府
へ
直
接
働
き
か
け
た
り
、
自

ら
目
標
を
提
案
し
、
実
現
し
て
い
く

と
い
う
当
事
者
と
し
て
の
意
識
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
し

ょ
う
。

こ
の
問
い
が
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
の
最
大

の
焦
点
で
す
。
日
本
が
ホ
ス
ト
役
と

し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る

こ
の
機
会
に
、
２
０
１
０
年
目
標
に

対
す
る
日
本
の
達
成
状
況
を
き
ち
ん

と
検
証
し
た
上
で
、
こ
の
簡
単
で
は

な
い
問
い
の
答
え
を
見
出
し
、
日
本

社
会
が
国
内
外
の
自
然
と
の
関
係
を

築
き
直
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
ま
で
協
力
を
密
に
し
て
き

た
自
然
保
護
・
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
連

携
だ
け
で
な
く
、
消
費
者
団
体
、
開

発
支
援
団
体
、
農
林
水
産
・
商
業
団

体
、
企
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
グ
ル
ー

プ
と
の
協
力
関
係
が
必
要
で
す
。
２

０
１
０
年
目
標
の
検
証
、
新
た
な
目

標
の
設
定
、
そ
の
た
め
の
協
力
関
係

づ
く
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
段
階
で
会
員

の
皆
様
の
参
加
・
支
援
を
呼
び
か
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
０
１
０
年
以
降
の

生
物
多
様
性
を
ど
う
守
る
か

日�本�各�地�で�、�
生�物�多�様�性�関�連�
シ�ン�ポ�ジ�ウ�ム�、�
集�会�、�イ�ベ�ン�ト�
多�数�開�催�

2010�年 �生�物多様性条�約�（�ＣＢＤ）�
Ｃ�Ｏ�Ｐ�1�0 �ロ�ー�ド�マッ�プ�

3�月�

2�月�

200�9�年�1�月�

1�2�月�

1�1�月�

1�0�月�

9�月�

8�月�

7�月�

6�月�

5�月�

200�8�年�4�月�

エコアジ�ア�（名古屋）� 名古屋ロ�ー�ドマップ、�C�B�D�事務局案�

IUC�N�第�4�回�世�界自然�保�護�会�議�
201�0�ターゲ�ッ�ト�決議�

Ｇ８洞爺湖�サ�ミット�

CB�D�第�4�次�国�別報告�書�提出�

CBD� �C�O�P�9 �/ �M�O�P�4�（�ボン�）�

�今�、�こ�こ�

3�月�

2�月�

201�0�年�1�月�

1�2�月�

1�1�月�

1�0�月�

9�月�

8�月�

7�月�

6�月�

5�月�

4�月�

1�2�月�

1�1�月�

1�0�月�

9�月�

8�月�

7�月�

6�月�

5�月�

4�月�

Bi�o�d�i�v�ersity� �I�n�d�i�ca�t�o�r �s P�ar�t�n�ersh�i�p�報�告�書�

I�UCN�-�世界�保�護地域�委�員�会�－東アジア�開�催�

S�
WGRI3※�
B�STT�A�1�4�

？神戸�対�話？�

国�連� 201�0�生�物�多�様�性�年�ス�タ�ー�ト�

3�月�8�日�女性�の�日�

5�/�2�2�生�物多�様性の�日�イベン�ト�（外�来�種）�

9�月 �国連�総�会 �生�物多�様�性首脳�会�議�

生�物�多�様�性�条�約� 月�1�1�日�～2�9�日�

Top� �D�ec�i�si�o�n!�

5�/�2�2�生�物多�様性の日�GBO�3�発�表�
Botto�m�-�up�!�

日本は�201�2�年�まで�、�CB�D�の議�長を� 20�1�2�年�は持続�可能�な開�
発�に�関す�る�世界首�脳�会�議�（�WS�S�D�）�の�1�0�周年、�CB�D�の�2�0�周�年�。�

【�C�B�Dの動き】�【日�本�の動�き】�【世�界�の動�き】�

2008.8.1�0�現�在／�N�A�CS�-�J�まと�め�
（暫定予定）�

務める。�

　　　　　 世界各地で、�
生物多様性・ステークホルダー・サミット�
（NGO、科学、議会、先住民族、都市、�
  ユース、女性） �

地球市民社会フォーラム�

写真6：NACS-J会議室で2008年
6月16日に日本の自然保護・環境
NGOと意見交換するジョグラフ氏
（右から2番目）。この後も7月に環
境省でG8サミットに参加した
NGOや名古屋のNGOなどが集う
など、NGO間のCOP10に向けた
動きは徐々に高まってきている。

写真3～5：ドイツ自然保護リーグの
両生・は虫類のモニタリングプロジ
ェクトのエクスカーション。自然の
ため池3つと人工のため池2つに生息
するカエルやトカゲのため池間の移動
を10年かけて調査。写真5はキバラ
スズガエル。今後は、ため池間の遺
伝的多様性の調査に取り組むそうだ。

※WGRI（Working Group on the Review of Implementation）: 2010年目標見直しのための作業部会


